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協
会
の
北
河
内
地
区
は
３

月
14
日
、
総
会
を
開
き
、
08

年
度
活
動
の
ま
と
め
と
決

算
、
09
年
度
方
針
と
予
算
、

役
員
体
制
を
決
め
た
。

　

活
動
方
針
は
、
医
院
活
性

化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
①
会
員

に
喜
ば
れ
る
講
習
会
の
開
催

②
要
求
を
自
治
体
に
反
映
さ

せ
る
働
き
掛
け
③
健
診
活
動

―
―

を
柱
に
取
り
組
む
。
役

員
体
制
で
は
、
責
任
者
に
南

唯
廣
氏
（
新
）
を
選
出
し
た

の
を
始
め
、
評
議
員
９
人
を

選
ん
だ
。

　

有
地
正
氏
は
あ
い
さ
つ

で
、「
３
月
14
日
は
、忘
れ
も

し
な
い
64
年
前
、
米
軍
に
よ

る
無
差
別
爆
撃
が
大
阪
を
襲

っ
た
日
で
あ
る
」
と
語
り
、

平
和
の
尊
さ
と
ア
メ
リ
カ
へ

の
憤
り
、
今
も
追
従
す
る
政

府
の
姿
勢
を
批
判
し
た
。

　

【
結
論
】
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の

発
症
の
原
因
は
不
明
で
あ

り
、
そ
の
発
症
を
予
防
す
る

適
切
な
対
処
法
が
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
Ｂ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
の
発
症
頻
度
は
決
し
て

高
く
は
な
い
が
、
い
っ
た
ん

そ
れ
が
発
症
す
る
と
極
め
て

難
治
性
で
あ
る
。
今
後
Ｂ
Ｐ

の
与
薬
量
は
増
え
る
と
予
想

る
必
要
が
あ

る
。

与
薬
し
、
骨
折
回
数
の
減

少
、
骨
密
度
の
増
加
を
認
め

た
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る

（
日
本
小
児
科
学
会
雑
誌
、

第
１
０
６
巻
、
第
10
号
、
２

０
０
２
年
）。
し
た
が
っ
て

Ｂ
Ｐ
の
与
薬
さ
れ
て
い
る
年

齢
は
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た

る
と
推
測
さ
れ
、
歯
科
臨
床

に
お
い
て
も
十
分
に
注
意
す

　

前
回
に
引
き
続
く
結
果

（
グ
ラ
フ
）
の
考
察
と
、
ま

と
め
を
述
べ
た
い
。

　

⑤
表
に
発
症
の
原
因
と
な

っ
た
歯
科
治
療
・
処
置
の
内

容
を
示
し
た
。
臨
床
上
頻
度

の
高
い
抜
歯
が
67
・
７
％
を

占
め
た
。
極
め
て
少
数
で
あ

る
が
、
義
歯
に
由
来
す
る
も

の
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は

義
歯
の
蓐
瘡
性
潰
瘍
か
ら
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
を
発
症
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
う
蝕
の
単

独
処
置
だ
け
で
は
そ
の
発
症

は
お
き
ず
、
同
時
に
併
用
し

た
他
の
処
置
に
由
来
す
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　

⑥
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

一
般
に
骨
粗
鬆
症
は
60
・
70

歳
代
の
高
齢
者
に
多
く
認
め

ら
れ
る
。ま
た
、乳
癌
、
多
発

性
骨
髄
腫
も
比
較
的
高
齢
者

に
多
く
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
高
齢
者
が
Ｂ
Ｐ
を
与
薬

さ
れ
る
機
会
は
、
若
年
者
と

比
較
し
て
頻
度
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
骨

形
成
不
全
症
の
小
児
に
対
し

て
Ｂ
Ｐ
の
一
種
で
あ
る
パ
ミ

ド
ロ
ネ
ー
ト
を
経
静
脈
的
に

123
　

総
会
の
記
念
講
演
は
、
副

島
之
彦
氏
（
門
真
市
開
業
）

を
講
師
に
「
小
児
患
者
へ
の

診
療
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー

マ
に
開
き
、
23
人
が
小
児
の

扱
い
を
学
ん
だ
。

　

子
ど
も
が
治
療
に
協
力
し

て
く
れ
な
い
、
泣
い
て
し
ま

う
、
動
か
れ
て
治
療
で
き
な

い
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
に
ど
う
す
れ
ば
治
療
が
で

き
る
か
を
行
動
科
学
に
基
づ

い
て
具
体
的
に
解
説
し
た
。

子
ど
も
へ
は
同
時
に
大
勢
が

声
を
掛
け
な
い
、
理
解
で
き

る
言
葉
に
言
い
換
え
る
、
ボ

イ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な

ど
の
手
段
か
ら
、
理
論
に
基

づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
な

ど
を
、
映
像
も
用
い
な
が
ら

実
践
的
に
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
指
吸
い
を

す
る
子
へ
の
対
応
や
、
先
天

性
欠
損
、
ど
こ
ま
で
わ
が
ま

ま
を
聞
く
の
か
な
ど
、
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
、
副
島
氏

は
て
い
ね
い
に
答
え
た
。

山
上　

紘
志（
堺
市
）

ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
系
薬
剤
と
顎
骨
壊
死
③

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま

す
ま
す
患
者
を
め
ぐ
る
情
報

の
共
有
が
医
科
・
歯
科
間
で

求
め
ら
れ
る
。

　

【
付
記
】
08
年
７
月
に
Ｂ

Ｐ
と
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
に
つ
い

て
、
医
科
・
歯
科
合
同
の
懇

談
会
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
内

科
・
整
形
外
科
の
先
生
方
か

ら
、
貴
重
な
意
見
を
助
言
さ

れ
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た

い
。
両
科
で
Ｂ
Ｐ
与
薬
に
差

異
が
あ
る
と
の
印
象
を
持
っ

た
。
と
く
に
骨
粗
鬆
症
の
場

合
、
そ
の
臨
床
評
価
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
の
質
の
と
ら

え
方
に
由
来
す
る
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。
さ
ら
に

Ｂ
Ｐ
の
服
用
期
間
が
随
分
と

改
善
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
評

価
に
よ
る
も
の
で
は
と
感
じ

た
。 

（
お
わ
り
）

各地区で総会･記念講演会
08年まとめ･決算、09年方針･予算など決める

抜　　歯 67.7%
歯内治療 0.1%
義　　歯 0.1%
そ の 他 17.6%

表　発症の原因となった　
　　歯科治療・処置の内容
（※その他には、インプラント、
歯周治療などの観血的処置以外
に、う蝕治療などを含む）

　

協
会
の
北
大
阪
地
区
は
３

月
22
日
、
千
里
阪
急
ホ
テ
ル

で
第
９
回
北
大
阪
地
区
総
会

を
開
い
た
。
総
会
で
は
、
市

民
向
け
健
康
教
室
や
会
員
向

け
講
習
会
を
柱
に
地
区
活
動

に
取
り
組
む
と
し
た
活
動
方

針
を
確
認
し
、
新
し
い
地
区

役
員
・
評
議
員
を
選
出
し
次

年
度
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
記
念
講
演
で
は
、
市

立
池
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
の
大
西
徹
郎
氏
が
「
口

腔
を
管
理
す
る
〜
歯
科
の
新

し
い
役
割
と
は
？
〜
」
と
題

し
て
、
有
病
者
の
口
腔
ケ
ア

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

市
立
池
田
病
院
で
は
口
腔

外
科
外
来
の
横
に
５
年
前
か

ら
口
腔
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
口
腔
ケ
ア
の
活
動
と

し
て
、
①
外
科
系
の
周
術
期

患
者
②
内
科
的
疾
患
な
ど

で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
し
た
患

者
③
抗
が
ん
剤
の
化
学
療

法
、
放
射
線
治
療
施
行
患
者

④
糖
尿
病
教
育
パ
ス
⑤
Ｎ
Ｓ

Ｔ
の
一
環
と
し
て
の
口
腔
機

能
評
価
⑥
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
病
棟
回
診―

―

な
ど
を
介

護
士
・
看
護
師
の
協
力
の
も

と
で
行
っ
て
い
る
。

　

車
イ
ス
や
ベ
ッ
ト
の
寝
た

き
り
患
者
ま
で
を
、
口
腔
ケ

ア
・
口
腔
管
理
を
し
て
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
誤

嚥
性
肺
炎
や
、
感
染
性
心
内

膜
炎
、
手
術
部
位
へ
の
感
染

予
防
な
ど
に
非
常
に
効
果
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、

正
し
い
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す

る
と
入
院
患
者
の
入
院
日
数

の
減
少
が
み
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
病
床
利
用
率
の
向
上

・
診
療
単
価
の
増
加
・
来
院

患
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
た

こ
と
に
驚
き
を
覚
え
、
こ
れ

か
ら
の
歯
科
医
療
ニ
ー
ズ
の

一
端
を
見
た
気
が
し
た
。

　

大
西
氏
は
、
骨
粗
し
ょ
う

症
や
癌
の
骨
転
移
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
る
、
ビ
ス
フ
ォ

ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
系
薬
剤
の
使

用
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

使
用
経
験
の
あ
る
方
に
、
抜

歯
な
ど
の
顎
骨
に
刺
激
が
加

わ
る
治
療
を
す
る
と
顎
骨
壊

死
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
、Ｂ
Ｐ
長
期
使
用
、癌
化
学

療
法
、
顎
骨
へ
の
放
射
線
治

療
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
、
糖
尿

病
、
喫
煙
飲
酒
、
口
腔
内
の

不
衛
生
な
ど
に
よ
っ
て
、
顎

骨
壊
死
の
発
生
確
率
が
増
加

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
吹
田
市
・
糠
谷
吉
秀
）

　

総
会
で
は
、
２
０
０
８
年

度
決
算
、
09
年
度
予
算
を
承

認
。
四
半
期
ご
と
に
講
習
会

を
開
催
し
、
住
民
健
診
な
ど

を
通
じ
て
地
域
と
の
連
携
を

強
化
す
る
活
動
方
針
を
確
認

し
た
。

　

総
会
後
は
、
小
川
歓
氏

（
都
島
区
開
業
、
大
阪
歯
科

大
学
細
菌
学
講
座
非
常
勤
講

師
）
を
招
き
、
記
念
講
演

「
根
尖
性
歯
周
炎
を
根
絶
す

る
」
を
開
い
た
。

　

同
氏
は
、
痛
み
や
腐
敗
臭

と
い
っ
た
臨
床
症
状
を
も
と

に
抜
髄
治
療
を
し
た
場
合
、

「
５
本
に
１
本
は
細
菌
が
残

や
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
地
区
役
員
や
担
当

事
務
局
に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

副
理
事
長
で
地
区
役
員
の

永
田
悦
夫
氏
は
、
大
阪
歯
科

・
医
科
協
会
が
共
同
で
国
に

対
し
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
撤
回
を
求
め

て
４
月
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ

と
を
報
告
。
原
告
団
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

協
会
三
島
地
区
は
３
月
22

日
、
総
会
を
開
き
、
新
地
区

責
任
者
に
永
田
篤
氏
（
茨
木

市
開
業
）
を
選
出
し
た
。
前

任
の
土
井
喬
氏
は
引
き
続
き

評
議
員
を
務
め
る
。
永
田
氏

は「
私
自
身
ま
だ
ま
だ
若
く
、

ご
期
待
に
添
え
な
い
部
分
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

地
区
活
性
化
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ご
要
望

っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

「
取
り
残
し
た
細
菌
が
根
尖

性
歯
周
炎
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　

同
氏
は
臨
床
デ
ー
タ
を
示

し
な
が
ら
嫌
気
培
養
に
よ
る

細
菌
検
査
の
重
要
性
を
説

明
。
根
充
時
の
無
菌
化
で

「
数
十
年
後
の
根
尖
性
歯
周

炎
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
」
と
強
調
し
た
。

医科・歯科・協同組合合同 協会親睦ゴルフコンペ
●４月29日（水・祝日）午前９時52分　スタート（９時20分集合）
●関西カントリークラブ（京都府亀岡市西別院町柚原東深谷９番地）
　阪神高速木部I.Cから19㌔、千里中央より22㌔
●参加費用　２万2500円（プレフィー、コンペ参加費含む）
　※ご家族・スタッフの参加歓迎！　定員になり次第締め切ります。お
申し込みは、歯科協会事務局（☎06-6568-7731）西野まで
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記念講演で根尖性歯周炎について
話す小川氏＝３月22日、茨木市内

有病者の口腔ケアについて話を聞
く参加者＝３月22日、豊中市内　

参加者の質問にていねいに答える
副島氏＝３月14日、大阪市内　　

北河内地区

南
唯
廣
氏
を
責
任
者
に
選
出

活
動
の
柱
は
医
院
活
性
化

三島地区

さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
す

地
区
責
任
者
に
永
田
氏

北大阪地区

感染予防などに効果大

口腔ケアで記念講演

私は、レセプトオンライン請求義務化撤回の「大阪訴訟」
の原告団に参加します。 2009年４月

※切り取って、協会まで（FAX06-6568-0564）ご返送ください

氏　　　名

医療機関名

電　　　話

Ｆ　Ａ　Ｘ

住　　　所

レセプトオンライン請求義務化撤回レセプトオンライン請求義務化撤回
「大阪訴訟」原告団参加申込書「大阪訴訟」原告団参加申込書

図　性別と年齢構成


